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:は じ め に

最近の大豆作で問題となっている病害の一つに立枯性の

病害力澤げられるが,この種の病害はさまざまな病原によっ

て起り,東北地方ではC´′ο
"′
′″α″ο′″σ″′σσ(Loos)

Bell et SObersに よる黒根腐病が最も多 く,ま た広範

囲に発生している。

本病は大豆の生育後半 (開花期～登熟期 )に発病し土壌

伝染をするが,その発生量は場所や年次による変動が大き

く,発生に複雑な要因が関係していると思われる。当場環

境部病害研究室では,各地の発生実態調査を行った結果 ,

本病が排水不良畑で多いことに注目し,発生に土壌水分が

関係すると推定してそれを明らかにするための試験を行っ

た。

2試 験 方 法

(1)ポ ット試験 (昭和56,57年 )

滅菌土を入れた 1/5000aの ヮグネルポットで罹病性品

種のHarosoyを各ポットに2本立てとしてガラス室内で栽

培した。大豆の第 1本葉が現われたころ(7月 3日 ),フ

スマ培地で 1か月培養した黒根腐病菌を株当たり 1′ を根

元に埋込み接種した。菌を接種後10日間は通常の灌水を行

い,以後は表 1に示したように, 5種類の灌水処理を行っ

て土壌の水分に変化を与えた。灌水は自動灌水装置を用い ,

7時～18時まで 1時間ごとに100″ (若い時期 )～ 200″

(生長期 )を各ポットに灌水し,十分な湿度を与える処理

(記号W)と 1日 に 1～ 2回の灌水を行って大豆が萎れな

表 1 灌水処理の種類と方法 (昭和56年 )

灌水 無灌水の期間 (月 /日 )
7/13 7/20 7/27 3/3 8/10 3/17 8/24 8/31 9/6
2    2    2    2    2    2    を    ,    2
/19 7/26 8/2  3/9 8/16 8/23 8/30 9/6 9/13

い程度の乾燥状態に保つ処理 (記号D)を行った。発病調

査は
'月

20日 に行い,枯死本数のはか,地上部に萎凋,黄

化,ネ クロシス等の症状を示したものを発病株として記録

した。

(の ほ場試験 (昭和54年 )
沖積土の転換畑に栽培した大豆を畦畔板で仕切って畦間

灌況を行った。品種はHarOsOy,ナ ンプシロメ, ミヤギシ

ロメを用い. 5月 25日 播種,株間20m,畦幅60mと し,一

部に高畦 (約 10御 )を設けた。生育前半の 8月 15日 まで ,

灌漑区のみ土壌水分がPF値 20以下になるよう灌漑を行

い,以後停止した。病原菌の接種は 6月 20日にフスマ培養

菌を各株 1′ ずつ地際部に埋込んだ。 8月 4日 と9月 12日

に発病調査を行い,収穫時には黒根腐病菌による発病を確

かめる目的で,地際部の子のう殻の有無を調べた。

0)自然発病畑の発生変動と降水量の比較

東北農試内大豆連作畑における黒根腐病発病率の年次変

動を場内気象観測値の 5月 中旬～ 7月 の降水量の推移と比

較検討した。

3 試験結果及び考察

大豆の栽培期間中,土壌水分をP「 12～ 16の 湿潤に

保つと乾燥状態にした場合に比べて枯死率 ,発病率ともに

高くなった。特に,生育前半のみの湿潤処理が全期間湿潤

にしたものと同じ枯死率を示したのに対し,生育前半を乾

燥状態にした場合には,以後を湿潤にしても枯死率,発病

率ともに低くなった (表 2)。

は場における灌漑試験の結果は表 3の とおりで,灌濁に

よって黒根腐病の発生がやや早まり,枯死率もわずかなが

ら高くなった。しかし,10ぃ程度の高畦では本病の抑制効

果は少なかった。

表 2 灌水による土壌水分の調節と大豆黒根腐病
の発病との関係 (昭和56年 )

処理区

(記号 )

W
W― D
D― W
D
W/D

注 W:7～ 18時 ,1時 ranお きに100～ 200″を各ポット
に注水 (PF12～ 16の範囲で経過 )
D:1日 1～ 2回大豆の葉が萎れる直前に灌水(PF
23～ 27の範囲で経過 )
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株
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処理 品  種
8月 4月 9月 12日 のう殻

生 率
(%)

調査 枯死率
本数  (%)

調査 枯死率
本数 (%)

灌

吉同
　

畦

Harosoy
ナンプシロメ

ミヤギシロメ

269   15 6

268    4 9

294    7 8

238
104
61

計 835    0 5 831    9 4 132

平

　

畦

HarOsOy
ナンブシロメ

ミヤギシロメ

15
04
0

11 4

計 819  06 74

無

　
灌
　
灘

一局
　

畦

HarosOy
ナンプシロメ

ミヤギシロメ

44
10
30

計 890    0 887    2 8

平

　

畦

Harosoy
ナンプシロメ

ミヤギシロメ

19

計 7,3    0 789     5 7 157

表 3 土壌の乾湿が黒根腐病に及ぼす影響
(昭和54年 )

注_発病調査 :第 1回 8月 4日 ,第 2回
'月
12日

子のう殻産生調査 :10月 3日 収穫時

56  57  58  5,  60年
図 1 大豆連作圃場における黒根腐病の年次変化

以上の試験の結果,土壌の水分の多少,特に大豆の開花

期前の上壌の乾湿が黒根腐病の発生に影響することが明ら

かである。一方,自然発病畑の年次変動 (図 1)と 降水量

(図 2)の関係について検討してみると,大豆の生育前半

に当たる6, 7月 の降雨日数 ,降水量が著しく少ない57年

は少発生となっている。また,少発の58,60年の 6, 7月

の降水量はそれぞれ243m,238mで ,多発であった56年

の373面 ,59年の302回 に比べて少なく,60年では特に 6

:― H 6-21  5-31  `-10 620  `'0  7-10 7-20 '-30
月 一 日

図 2 連作各年における5～ 7月 の日別降水量
(30回以上はカット)

月の少雨力影響していると思われる。また,58年は 7月 上 ,

中旬の少雨と合せて, 6月 と7月 L,中旬は最高気温20℃

以下の日が半数を占める異常低温の年に当たり,降水量以

外の気象要素も発病を抑える要因となる可能性がある。

本病は大豆の発芽後間もなく感染し,その後徐々に根系

を侵して生育後半に病徴を現わすものと推定され,土壌水

分はこの初期感染とそれに続く病勢進展に大きく影響する

と思われる。

4 ま  と  め

大豆黒根腐病は土壌の多湿によって助長され,特に開花

期以前の土壌水分の多少に大きく影響された。また,連作

畑において,大豆の生育前半に相当する6～ 7月 の降水量

の多少とその年の発病の多少の間に相関がみられた。
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